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デジタル ダミーヘッド測定システム 広ダイナミックレンジ (デュアル ADC)

含：

アプリケーション例



概 要

HMS II.3/5、左右疑似耳用フレキシブル型 Pinna
タイプ 4.4 ViBRIDGE バージョン  

スタンドアロンモード、フロントエンドモード、またはHEAD 
acoustics測定システムのモジュールとして利用可能な
最新世代のHMSバイノーラルダミーヘッドです。

HMS Vダミーヘッド測定システムは、最先端技術、高い柔軟
性、そして優れた操作性を兼ね備えています。

Dual-ADC技術により、HMS Vは非常に広いダイナミックレン
ジを実現します。ダイナミックレンジのマニュアル調整はもはや不
要です。

大容量バッテリーにより、数時間の自律動作時間が確保され
ます。測定データは内部メモリまたは外部USBストレージに記
録できます。

スタンドアロンモードでは、HMS Vは追加のフロントエンドなしで
動作します。ダミーヘッドは、スマートフォン、タブレット、またはPC
を使用してスタンドアロン録音（SAR）用のウェブインター
フェースで制御するか、追加ソフトウェアなしでRC X.1リモコンを
介して直接制御できます。

フロントエンドモードでは、HMS VはUSBまたはLANを介してコ
ンピュータに接続され、ArtemiS SUITEのRecorderを利用
して制御します。

さらに、HMS VはHEADlabシステムにシームレスに統合するこ
とができ、他のダミーヘッドや機器と組み合わせてより大規模な
測定セットアップを構築したり、モバイルフロントエンド
SQuadriga IIIに直接接続することも可能です。

主なフィーチャー

アプリケーション

聴感に忠実な録音と正しくイコライズされた再生のための

デジタルダミーヘッド測定システム

極めて広いダイナミックレンジを備えたハイエンドオーディオ品質

デュアルADC技術によりレンジ切り替え不要

内部ストレージとバッテリーにより単体による測定が可能

複数のインターフェース、拡張機能、動作モードにより幅広い

用途に対応

音振動解析

製品開発および品質管理におけるバイノーラル測定

トラブルシューティング

音響エンジニアリング

技術製品の音質の調査と最適化

サウンドスケープと環境音響

実走や風洞内での車室内モバイルバイノーラル測定

（関連アクセサリーが必要）
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詳 細
HMS Vバイノーラルダミーヘッド測定システムは、音イベントを録音し、HEAD acousticsのヘッドフォンを接続して再

生することを可能にし、録音中にダミーヘッドの位置で人が音を認識するのに等しい形で再生されます。 HMS Vのヘッ

ドフォン端子は、HEAD acoustics HD CL I.1ヘッドフォン用にデフォルトイコライゼーションがされており、デバイス上で

録音内容を聴感に忠実にモニタリングできます。HMS Vには、録音イコライゼーションされた信号を出力するラインアウト

端子も備わっています。 USBポートは、ストレージメディアなどの多用途拡張をサポートするほか、USB WLANアダプ

ター（コード0275）と組み合わせることで、スマートフォンやタブレットからWi-Fi経由でHMS Vを便利に操作すること

が可能です。

柔軟性

HMS Vは、コンピュータ上のフロントエンドとして、HEADlab

システムのモジュールとして、またはスマートフォン、タブレット、

RC X.1リモコンを利用してスタンドアロンモードで操作するこ

とができます。HMS Vにはパルスセンサー用のコネクタも搭載

されています。HEADlink+インターフェースにより、

SQuadriga III、HEADlabモジュールの接続、または追加

のHMS Vのカスケード接続が可能です。

互換性

HMS Vは、HEAD acousticsのHEADlabファミリーの多く

のモジュールやアクセサリと互換性があります。データは

HEADlink+インターフェースを介してAES形式で出力できる

ため、HMS Vを他社製の測定システムにも統合することが可

能です。

Dual-ADC 技術

デュアルADC技術により、高品質なオーディオを実現します。

非常に広いダイナミックレンジにより、測定レンジの切り替えを

不要にし、過負荷や低負荷による測定誤差のリスクを大幅

に減らすことで操作の利便性を向上させます。
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自律動作

HMS Vには統合バッテリーが搭載されており、最長5時間の

完全自律型スタンドアロン動作が可能です。labPWR I.2

電源モジュールを使用することで、稼働時間を延長できます。

さらに、HMS Vは電源アダプター、車両の電源、または

HEADlinkを通じて給電することも可能です。数週間分の

バッファーをもつリアルタイムクロック（RTC）は、スタンドアロン

動作中に必要な時刻情報を提供します。

イコライゼーション

すべてのモードで、HMS Vは録音中にイコライゼーションを行

うため、後処理でイコライゼーションを行う必要はありません。

以下のイコライゼーションの選択肢があります：

› 方向非依存 (ID)

› 自由音場 (FF)

› 拡散音場 (DF)

› 線形 (LIN – 非イコライゼーション)



操作と制御
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HMS Vの操作・制御方法は HMS V が動作し

ているモードにより異なります。

スタンドアロン録音 (SAR)

スタンドアロン録音（SAR）ウェブインターフェース

を使用した自律測定システムとしての操作

SARウェブインターフェースを使用すると、HMS V は

USB/LAN 経由で簡単に接続でき、オプションの

USB WLAN アダプターを使用すれば、ノートパソコン、

タブレット、またはスマートフォンに接続してウェブブラウ

ザを介して操作が可能です。ネットワークインターフェー

スは、DHCP サーバーがないネットワークでもゼロ・コン

フィギュレーション・ネットワーキング（Zeroconf）を介

して自動アドレシングを可能にし、多くの場合で手動

設定の必要がありません。

また、HEADlink+ を介して、SAR 操作中に別の

HMS V や labHSU を接続および制御することがで

きます。

フロントエンドモード

フロントエンドとしての操作

フロントエンドモードでは、HMS V は USB または

LAN を介してコンピューターに接続され、ArtemiS 

SUITE のRecorderを介して操作します。

測定システムの機能をさらに向上させるために、

HEADlab モジュールを HMS V に直接接続し、電

源供給を受けることができます。この構成では、ダミー

ヘッドがコントローラーとして機能し、ArtemiS SUITE 

の Recorder と連携し、自身のデータおよび接続さ

れたモジュールのデータをコンピューターに転送します。



操作と制御
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モジュールモード

HEADlab システム内での動作

HMS Vは、HEADlabコントローラー、コンパクト

モジュール（labCOMPACT12 IIまたは

labCOMPACT24 II）、またはハイエンドの2

チャンネルフロントエンド（labHSU）にモジュー

ルとして接続できます。さらに、複数のダミーヘッド

やモジュールで構成される大規模なHEADlabシ

ステムも、わずか数ステップで素早く組み立てるこ

とが可能です。

１台のコントローラーに、最大10台のダミーヘッド

またはHEADlabモジュールの接続が可能です。

複数のコントローラーを相互接続することで、最

大600チャンネルのシステムを構築できます。シス

テムはArtemiS SUITEのRecorderを介して

制御されます。測定データはHEADlinkを介して

コントローラーに転送され、その後LANまたは

USBを介してコンピューターに転送されます。

SQuadriga IIIとの接続

HMS VはSQuadriga IIIモバイル録音再生シ

ステムから直接接続により操作可能です。

SQuadriga IIIにはバッテリーと内蔵メモリも搭

載されているため、この組み合わせは自律型測

定システムとなります。
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スタンドアロン録音 (SAR)のための

ウェブ・インターフェイス

›  SARウェブインターフェースは、選択フィールドが使

    い易く、入力チャンネルの構成オプションへのアク

    セスがとても簡単です。

›  SARウェブインターフェースは画面フォーマットに自

    動適応し、HMS Vの機能へのアクセスもわかり

やすく直感的です。入力チャンネルの構成、プリ

セットの利用、HEAD acousticsのバイノーラル

録音システム用フィルターの利用、録音の実行・

モニター・管理が可能です。

›  外部チャンネルの構成

  »  HMS V または HMS V に接続されたHMS 

IV のダミーヘッド測定システム、あるいは

labHSU のチャンネルも、操作インターフェー

ス内で便利に設定できます。すべてのオプショ

ンは、HMS V のネイティブチャンネルと同様

に、クリアに整理された形で表示されます。

›  モニタリングと聴感に忠実な再生

  »  HMS Vのヘッドフォン出力を通じて、操作イン

ターフェースとHEAD acousticsのヘッドフォン

により、進行中の録音をモニタリングしたり、統

合プレーヤーを利用して保存された録音データ

を聴感に忠実に再生できます。リミッターは、過

度に高い音量による聴覚障害を防ぎます。

›  プリセット機能の利用

  »  プリセット機能により、さまざまな測定作業を効

率よく行うことができます。プリセットを利用する

と、個々の設定を保存し、ワンクリックで呼び出

して適用可能です。さらに、システム起動時に

どの設定を読み込むかを指定することもできま

す。
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インターフェイス

右肩（デバイス外観）

底板
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納品アイテムとオプション

納品アイテム

オプションアクセサリー
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ハードウエア互換性
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技術データ

一般仕様
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通信インターフェイス
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アナログ出力
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デジタル入出力

音声入力



お問い合わせ

〒240-0005 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町 134
横浜ビジネスパークウエストタワー 8F

電話：  045-340-2236
Eメール： headjapan@head-acoustics.com
ウェブサイト： www.head-acoustics.com

ICPⓇはPCB Piezotronics Inc.の登録商標です。LEMO®はLEMO S.A.の登録商標です。

ダイナミックレンジ

「ダイナミックレンジ」という用語に対する標準化された計算方法はありません。したがって、HMS VではS/N比（SNRまたはS/R）

が指定されています。この値は、HMS Vの広帯域アイドルノイズに対する最大変調時の正弦波純音レベルから計算され、関連する

全周波数範囲にわたって測定されます。一部の文献では、「ダイナミックレンジ」という用語がS/N値に類推して使用されることがあり

ますが、これはしばしば固有ノイズの狭帯域計算に基づいています。解析帯域幅に応じて、HMS Vはそれにより大幅に高い「ダイナ

ミックレンジ」値を示すことがあります。

ITU-T P.58

頭部の寸法はITU勧告P.58の表1に準拠しています。それらはANSI 3.36の表B.1に示された値と比較可能です。※HEAD T

トルソーボックスがない場合、P.58の表1で指定されている寸法の一部は適用外です。モノラルの頭部伝達特性は、ITU-T P.58

の表4で指定されているモノラル頭部伝達特性に対応しています。
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